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第２部 ２ 実践研究

『論理・表現』でICTを活用して
書く意欲を高めるには

◎本日の投影資料は12月下旬にARCLEホームページ（https://www.arcle.jp/）に
アップいたします。
◎参加者の皆様による録音や録画、画面撮影はご遠慮ください。

工藤 洋路（玉川大学）
津久井 貴之（群馬大学／大妻中学高等学校）
長沼 君主（東海大学）
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＜発表内容＞

【１】実践研究の目的と概要および全体像（工藤）

【２】実践前の生徒の実態の報告とディスカッション（全員）

【３】授業実践の報告（津久井）

【４】ICTの活用の有無による学習の違いや質問紙調査の結果
の考察とディスカッション（全員）

【５】実践の振り返りと今後の実践（津久井）

【６】実践研究のまとめ（長沼）



■目的

英語で書くことに不安や抵抗感があると思われる高校生が、
英語で書く意欲を向上させるために、学習や指導において、
どのようにICTを活用するとよいかを探る

■実践者の関心

ICTを効果的に活用して、生徒の英語で書くことへの抵抗感
を下げ、書く意欲を高めたい

■研究課題

①ICT活用の有無や活用方法の違いによって、生徒の書く学
習への取り組み方は変わるか

②生徒の学習への取り組み方の違いによって、書くことへの
意識に違いが生じるか

【１ー１】実践研究の目的と概要および全体像



9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

質問紙
調査①
（プレ）

質問紙
調査①

（ポスト）

【１－２】研究の全体像

授業実践Ⅰ
書くことグループワーク

＊端末型クラス
＊従来型クラス

書くことの活動前後に、その活動に

限定した質問紙調査②を実施

質問紙
調査②-1
（プレ）

質問紙
調査②-2
（ポスト）

授業実践Ⅱ
書くことグループワーク

＊□□クラス
＊△△クラス

実践研究がここまで進んでいます

指導の開始時点と終了時点に

意識面に関わる質問紙調査①を実施



9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

質問紙
調査①
（プレ）

質問紙
調査①

（ポスト）

授業実践Ⅰ
書くことグループワーク

＊端末型クラス
＊従来型クラス

書くことの活動前後に、その活動に

限定した質問紙調査②を実施

質問紙
調査②-1
（プレ）

質問紙
調査②-2
（ポスト）

授業実践Ⅱ
書くことグループワーク

＊□□クラス
＊△△クラス

指導の開始時点と終了時点に

意識面に関わる質問紙調査①を実施

【２】実践前の生徒の実態の報告とディスカッション

この結果
を確認



項目
平均
値

４
とても
そう
思う

３
まあ
そう
思う

２
あまり
そう

思わない

１
全く
そう

思わない

1 英語の文を正確に書くのが難しい. 3.36 50.0% 36.5% 13.5% 0.0%

2 ある程度の分量が求められる文章（パラグラフ）を英語で書くのが難しい. 3.16 33.8% 50.0% 14.9% 1.4%

3 自分の意見や考えなどを英語で書くことに抵抗感がある. 2.41 16.2% 28.4% 35.1% 20.3%

4 自分の気持ちや考えなどを英語で書くのが楽しい. 2.82 20.3% 43.2% 35.1% 1.4%

5
「論理表現Ⅰ」の授業でもっと英語で書く「練習」（例：例文を写す、問題を
解く等）をしてみたい.

3.04 31.1% 41.9% 27.0% 0.0%

6
「論理表現Ⅰ」の授業でもっと英語で書く「活動」（例：自分の意見や考えな
どを書く等）をしてみたい.

3.23 40.5% 41.9% 17.6% 0.0%

7
英語で書けるようになるために、まずは単語や文法を学習することが大切だと
思う.

3.74 77.0% 21.6% 0.0% 1.4%

8
単語や文法を覚えるには、書く「練習」（例：例文写し、問題演習等）をする
のが大切だと思う.

3.26 40.5% 44.6% 14.9% 0.0%

9
単語や文法を覚えるには、書く「活動」（例：自分の意見や考えを書く等）を
するのが大切だと思う.

3.38 50.0% 37.8% 12.2% 0.0%

10
英語を勉強する上で、自分の意見や考えなどを英語でたくさん書くことは大切
だと思う.

3.61 63.5% 33.8% 2.7% 0.0%

11
将来、英語が使えるようになるために、自分の意見や考えなどを英語でたくさ
ん書くことは大切だと思う.

3.72 73.0% 25.7% 1.4% 0.0%

12
大学入試の英語の試験で良い点数をとるために、自分の意見や考えなどを英語
でたくさん書くことは大切だと思う.

3.72 73.0% 25.7% 1.4% 0.0%

13 先生や友だちに英語で自分が書いたものを読んでもらいたいと思う. 2.64 20.3% 29.7% 43.2% 6.8%

14 先生や友だちに自分が書いたものに対してコメントをもらうのは嬉しい. 3.05 32.4% 41.9% 24.3% 1.4%

15
海外の友人など、英語で書いてやり取りする相手がほしい（既にいる人はもっ
とほしい）.

3.11 40.5% 35.1% 18.9% 5.4%

16 友だちが書いたものを読んだとき、表現や書き方などを真似してみたいと思う. 3.34 44.6% 47.3% 5.4% 2.7%

17 友だちが書いたものを読むことは楽しい. 3.20 37.8% 47.3% 12.2% 2.7%

開始時の74名
（２クラス）

意識・意欲・信念
など



項目 平均値

４
とても
そう
思う

３
まあ
そう
思う

２
あまり
そう

思わない

１
全く
そう

思わない

18 授業外でメールやSNSなどで英語でやり取りする機会がある. 1.51 2.7% 10.8% 21.6% 64.9%

19 授業内外を問わず、英語で書くとき、正しい文を書こうと意識する. 3.28 43.2% 44.6% 9.5% 2.7%

20 授業内外を問わず、英語で書くとき、相手に伝わるかどうかを意識する. 3.34 47.3% 40.5% 10.8% 1.4%

21 授業内外を問わず、英語で書くとき、何を書いてよいか分からなくなる. 3.11 39.2% 40.5% 12.2% 8.1%

22
授業内外を問わず、英語で書くとき、どんな評価（点数やコメント等）が
もらえるか気になる.

3.47 54.1% 39.2% 6.8% 0.0%

23
授業内外を問わず、これまで自分が書いた英文の表現や書き方をふり返っ
て読み直すことがある.

2.68 18.9% 35.1% 40.5% 5.4%

24
英語で書くとき、辞書（紙や電子辞書、オンライン辞書アプリ）を使うこ
とがある.

3.65 71.6% 21.6% 6.8% 0.0%

25 英語で書くとき、機械翻訳を使うことがある. 2.99 23.0% 55.4% 18.9% 2.7%

26
機械翻訳やスペルチェック機能を使えば正しい英文を書くことができると
思う.

2.70 17.6% 40.5% 36.5% 5.4%

27 機械翻訳やスペルチェック機能を使うことに罪悪感がある. 3.20 44.6% 35.1% 16.2% 4.1%

28 手書きよりもタイピングやフリック入力の方が英語で書きやすい. 2.03 10.8% 17.6% 35.1% 36.5%

29
授業や課題でパソコンやタブレットを使って、英語で意見や考えなどを伝
え合う活動は楽しい.

2.96 27.0% 47.3% 20.3% 5.4%

30
パソコンやタブレットを、授業以外で英語の勉強や英語の映像の視聴に使
うことがある.

2.78 23.0% 43.2% 23.0% 10.8%

31
Classroom上のコメントを参考にし、授業の予習や復習として英文を書い
たり書き直したりすることがある.

2.70 23.0% 32.4% 36.5% 8.1%

開始時の74名
（２クラス）

ICTの活用



項目 平均値

４
とても
そう
思う

３
まあ
そう
思う

２
あまり
そう

思わない

１
全く
そう

思わない

32 自主学習ノートに自由に英語で書く学習は楽しい. 2.99 28.4% 41.9% 29.7% 0.0%

33
「論理表現Ⅰ」に関して、宿題以外に、次の授業までに、予習をしたり復
習をしたりすることがある。

2.43 13.5% 32.4% 37.8% 16.2%

34
「論理表現Ⅰ」に関して、宿題以外に、家庭学習で何を行ってよいか分か
らない.

2.93 33.8% 33.8% 24.3% 8.1%

35 家庭学習でもっと英語を書く活動をしてみたい. 3.28 43.2% 43.2% 12.2% 1.4%

開始時の74名
（２クラス）

自主学習・
家庭学習



項目 平均値

４
とても
そう
思う

３
まあ
そう
思う

２
あまり
そう
思わ
ない

１
全く
そう
思わ
ない

3
自分の意見や考えなどを英語で書く
ことに抵抗感がある.

2.41 16.2% 28.4% 35.1% 20.3%

13
先生や友だちに英語で自分が書いた
ものを読んでもらいたいと思う.

2.64 20.3% 29.7% 43.2% 6.8%

14
先生や友だちに自分が書いたものに
対してコメントをもらうのは嬉しい.

3.05 32.4% 41.9% 24.3% 1.4%

16
友だちが書いたものを読んだとき、
表現や書き方などを真似してみたい
と思う.

3.34 44.6% 47.3% 5.4% 2.7%

17
友だちが書いたものを読むことは楽
しい.

3.20 37.8% 47.3% 12.2% 2.7%

実践者が注目した点



項目 平均値

４
とても
そう
思う

３
まあ
そう
思う

２
あまり
そう
思わ
ない

１
全く
そう
思わ
ない

3
自分の意見や考えなどを英語で書く
ことに抵抗感がある.

2.41 16.2% 28.4% 35.1% 20.3%

13
先生や友だちに英語で自分が書いた
ものを読んでもらいたいと思う.

2.64 20.3% 29.7% 43.2% 6.8%

14
先生や友だちに自分が書いたものに
対してコメントをもらうのは嬉しい.

3.05 32.4% 41.9% 24.3% 1.4%

16
友だちが書いたものを読んだとき、
表現や書き方などを真似してみたい
と思う.

3.34 44.6% 47.3% 5.4% 2.7%

17
友だちが書いたものを読むことは楽
しい.

3.20 37.8% 47.3% 12.2% 2.7%

半数近くの生徒が書く
ことに抵抗感がある

この差
⇒ 読んでもらいたいとは思わないが、コメントを

もらうのは嬉しい生徒がいる（16／74）
（この16名は「３」の抵抗感の項目の平均値は2.69）

実践者が注目した点



項目 平均値
とても

そう思う
まあ

そう思う

あまり
そう

思わない

全くそう
思わない

18 授業外でメールやSNSなどで英語でやり取りする機会がある. 1.51 2.7% 10.8% 21.6% 64.9%

19 授業内外を問わず、英語で書くとき、正しい文を書こうと意識する. 3.28 43.2% 44.6% 9.5% 2.7%

20 授業内外を問わず、英語で書くとき、相手に伝わるかどうかを意識する. 3.34 47.3% 40.5% 10.8% 1.4%

21 授業内外を問わず、英語で書くとき、何を書いてよいか分からなくなる. 3.11 39.2% 40.5% 12.2% 8.1%

22
授業内外を問わず、英語で書くとき、どんな評価（点数やコメント等）が
もらえるか気になる.

3.47 54.1% 39.2% 6.8% 0.0%

23
授業内外を問わず、これまで自分が書いた英文の表現や書き方をふり返っ
て読み直すことがある.

2.68 18.9% 35.1% 40.5% 5.4%

24
英語で書くとき、辞書（紙や電子辞書、オンライン辞書アプリ）を使うこ
とがある.

3.65 71.6% 21.6% 6.8% 0.0%

25 英語で書くとき、機械翻訳を使うことがある. 2.99 23.0% 55.4% 18.9% 2.7%

26
機械翻訳やスペルチェック機能を使えば正しい英文を書くことができると
思う.

2.70 17.6% 40.5% 36.5% 5.4%

27 機械翻訳やスペルチェック機能を使うことに罪悪感がある. 3.20 44.6% 35.1% 16.2% 4.1%

28 手書きよりもタイピングやフリック入力の方が英語で書きやすい. 2.03 10.8% 17.6% 35.1% 36.5%

29
授業や課題でパソコンやタブレットを使って、英語で意見や考えなどを伝
え合う活動は楽しい.

2.96 27.0% 47.3% 20.3% 5.4%

30
パソコンやタブレットを、授業以外で英語の勉強や英語の映像の視聴に使
うことがある.

2.78 23.0% 43.2% 23.0% 10.8%

31
Classroom上のコメントを参考にし、授業の予習や復習として英文を書い
たり書き直したりすることがある.

2.70 23.0% 32.4% 36.5% 8.1%

ICTの活用について これまでのICT
活用状況は？



項目 平均値
とても

そう思う
まあ

そう思う

あまり
そう

思わない

全くそう
思わない

18 授業外でメールやSNSなどで英語でやり取りする機会がある. 1.51 2.7% 10.8% 21.6% 64.9%

19 授業内外を問わず、英語で書くとき、正しい文を書こうと意識する. 3.28 43.2% 44.6% 9.5% 2.7%

20 授業内外を問わず、英語で書くとき、相手に伝わるかどうかを意識する. 3.34 47.3% 40.5% 10.8% 1.4%

21 授業内外を問わず、英語で書くとき、何を書いてよいか分からなくなる. 3.11 39.2% 40.5% 12.2% 8.1%

22
授業内外を問わず、英語で書くとき、どんな評価（点数やコメント等）が
もらえるか気になる.

3.47 54.1% 39.2% 6.8% 0.0%

23
授業内外を問わず、これまで自分が書いた英文の表現や書き方をふり返っ
て読み直すことがある.

2.68 18.9% 35.1% 40.5% 5.4%

24
英語で書くとき、辞書（紙や電子辞書、オンライン辞書アプリ）を使うこ
とがある.

3.65 71.6% 21.6% 6.8% 0.0%

25 英語で書くとき、機械翻訳を使うことがある. 2.99 23.0% 55.4% 18.9% 2.7%

26
機械翻訳やスペルチェック機能を使えば正しい英文を書くことができると
思う.

2.70 17.6% 40.5% 36.5% 5.4%

27 機械翻訳やスペルチェック機能を使うことに罪悪感がある. 3.20 44.6% 35.1% 16.2% 4.1%

28 手書きよりもタイピングやフリック入力の方が英語で書きやすい. 2.03 10.8% 17.6% 35.1% 36.5%

29
授業や課題でパソコンやタブレットを使って、英語で意見や考えなどを伝
え合う活動は楽しい.

2.96 27.0% 47.3% 20.3% 5.4%

30
パソコンやタブレットを、授業以外で英語の勉強や英語の映像の視聴に使
うことがある.

2.78 23.0% 43.2% 23.0% 10.8%

31
Classroom上のコメントを参考にし、授業の予習や復習として英文を書い
たり書き直したりすることがある.

2.70 23.0% 32.4% 36.5% 8.1%

ICTの活用について ICT関連の項目の結
果、どう思いますか？



9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

質問紙
調査①
（プレ）

質問紙
調査①

（ポスト）

授業実践Ⅰ
書くことグループワーク

＊端末型クラス
＊従来型クラス

書くことの活動前後に、その活動に

限定した質問紙調査②を実施

質問紙
調査②-1
（プレ）

質問紙
調査②-2
（ポスト）

授業実践Ⅱ
書くことグループワーク

＊□□クラス
＊△△クラス

指導の開始時点と終了時点に

意識面に関わる質問紙調査①を実施

こちらを
報告

【３】授業実践の報告（津久井）



9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

質問紙
調査①
（プレ）

質問紙
調査①

（ポスト）

授業実践Ⅰ
書くことグループワーク

＊端末型クラス
＊従来型クラス

書くことの活動前後に、その活動に

限定した質問紙調査②を実施

質問紙
調査②-1
（プレ）

質問紙
調査②-2
（ポスト）

授業実践Ⅱ
書くことグループワーク

＊□□クラス
＊△△クラス

指導の開始時点と終了時点に

意識面に関わる質問紙調査①を実施

こちらを
報告

【４】ICTの活用の有無による学習の違いや質問紙調査の結果
の考察とディスカッション



項目
従来型
クラス
平均値

端末型
クラス
平均値

差

自分の意見や考えなどを英語で書くことに今は抵抗感があ
る。

2.2 2.2 0.0 

グループの友だちからコメントやアイデアをもらったりす
ることで、英語で書くことの抵抗感が少なくなると思う。

3.2 3.1 -0.1 

先生からコメントやアイデアをもらったりすることで、英
語で書くことの抵抗感が少なくなると思う。

3.2 3.0 -0.2 

英語で自分が書いたものを友だちに読んでもらいたいと今
は思う。

2.5 2.5 0.0 

英語で自分が書いたものを先生に読んでもらいたいと今は
思う。

3.2 2.8 -0.4 

質問紙調査②-1（プレ）

⇒ 今回の活動の実施前（最初の授業で活動内容を提示した際）に行った質問紙調査

４ とてもあてはまる ／ ３ まああてはまる ／ ２ あまりあてはまらない ／ １ 全くあてはまらない



質問紙調査①× 質問紙調査②-1（プレ）

４ とてもあてはまる ／ ３ まああてはまる ／２ あまりあてはまらない ／ １ 全くあてはまらない

⇒ generalな意識とtask-specificな意識の関係は？

【活動実施前】自分の意見や考えなどを英語
で書くことに今は抵抗感がある。

1 2 3 4 計

【全般】自分の
意見や考えなど
を英語で書くこ
とに抵抗感があ
る。

1 9 4 1 1 15

2 6 9 9 24

3 1 9 8 1 19

4 2 1 4 1 8

計 18 23 22 3 66

【全般】
抵抗感

【活動実施前】
抵抗感

人数 タイプ

ない ない 28 いつも大丈夫！

ない ある 11 今回のタスクは難しい？ 意欲がわかない？

ある ない 13 今回のタスクは簡単？ 意欲がわく？

ある ある 14 いつも抵抗感がある…



質問紙調査②-2（ポスト）

⇒ 今回の活動の実施後（修正した作文を提出した後）に行った質問紙調査

従来型
クラス
平均値

端末型
クラス
平均値

このライティング (fair trade) を終えてみて、自分の意見や考
えなどを英語で書くことに抵抗感はなかった。

3.2 3.3

グループの友だちからコメントやアイデアをもらったりしたの
で、英語で書くことの抵抗感が少なくなった。

3.2 3.1

先生からコメントやアイデアをもらったりすることで、英語で
書くことの抵抗感が少なくなった。

3.2 3.2

英語で自分が書いたものを友だちに読んでもらってよかったと
思う。

3.4 3.2

英語で自分が書いたものを先生に読んでもらってよかったと思
う。

3.5 3.5

活動後、クラス間にほとんど差はなく、
両クラスとも、ポジティブな回答

４ とてもあてはまる ／ ３ まああてはまる
２ あまりあてはまらない ／ １ 全くあてはまらない



質問紙調査②-2（ポスト）

⇒ 今回の活動の実施後（修正した作文を提出した後）に行った質問紙調査

従来型クラス
（33名）

端末型クラス
（33名）

平均値
「とても

あてはまる」
の回答者数

平均値

ワークシートで質問に答えたり
アイデアを出したりしたことに
よって、最後の作文がよく書け
たと思う。

3.3 15 21 3.6

Jamboardやドキュメント
を使って活動したことに
よって、最後の作文がよく
書けたと思う。

最後の作文を書くときに、ワー
クシートを見て、それまで出し
たアイデアなどを参考にした。

3.5 19 22 3.6

最後の作文を書くときに、
Jamboardで友だちと出し
たアイデアなどを参考にし
た。

ワークシートを使って友だちと
アイデアを交換したり話し合っ
たりしたことは楽しかった。

3.5 17 24 3.6

Jamboardやドキュメント
を使って友だちとアイデア
を交換したり話し合ったり
したことは楽しかった。

４ とてもあてはまる ／ ３ まああてはまる
２ あまりあてはまらない ／ １ 全くあてはまらない

端末型の方が、よりポジティブ



質問紙調査①× 質問紙調査②-1（プレ） × 質問紙調査②-2（ポスト）

書くこと
全般への
抵抗感

今回の
活動前の
抵抗感

クラス 人数

今回の
活動後の

振り返りでの
抵抗感

人数

ワークシート
or Jamboard等

によって、よく書け
たと思う（人数）

ない ない

従来型 15
あった 0 -

なかった 15 14

端末型 13
あった 1 0

なかった 12 12

ない ある

従来型 2
あった 0 -

なかった 2 2

端末型 9
あった 1 1

なかった 8 7

ある ない

従来型 5
あった 1 1

なかった 4 3

端末型 8
あった 0 -

なかった 8 8

ある ある

従来型 11
あった 4 1

なかった 7 7

端末型 3
あった 2 1

なかった 1 2



質問紙調査①× 質問紙調査②-1（プレ） × 質問紙調査②-2（ポスト）

書くこと
全般への
抵抗感

今回の
活動前の
抵抗感

クラス 人数

今回の
活動後の

振り返りでの
抵抗感

人数

ワークシート
or Jamboard等

によって、よく書け
たと思う（人数）

ない ない

従来型 15
あった 0 -

なかった 15 14

端末型 13
あった 1 0

なかった 12 12

ない ある

従来型 2
あった 0 -

なかった 2 2

端末型 9
あった 1 1

なかった 8 7

ある ない

従来型 5
あった 1 1

なかった 4 3

端末型 8
あった 0 -

なかった 8 8

ある ある

従来型 11
あった 4 1

なかった 7 7

端末型 3
あった 2 1

なかった 1 2



質問紙調査①× 質問紙調査②-1（プレ） × 質問紙調査②-2（ポスト）

書くこと
全般への
抵抗感

今回の
活動前の
抵抗感

クラス 人数

今回の
活動後の

振り返りでの
抵抗感

人数

ワークシート
or Jamboard等

によって、よく書け
たと思う（人数）

ない ない

従来型 15
あった 0 -

なかった 15 14

端末型 13
あった 1 0

なかった 12 12

ない ある

従来型 2
あった 0 -

なかった 2 2

端末型 9
あった 1 1

なかった 8 7

ある ない

従来型 5
あった 1 1

なかった 4 3

端末型 8
あった 0 -

なかった 8 8

ある ある

従来型 11
あった 4 1

なかった 7 7

端末型 3
あった 2 1

なかった 1 2



質問紙調査①× 質問紙調査②-1（プレ） × 質問紙調査②-2（ポスト）

書くこと
全般への
抵抗感

今回の
活動前の
抵抗感

クラス 人数

今回の
活動後の

振り返りでの
抵抗感

人数

ワークシート
or Jamboard等

によって、よく書け
たと思う（人数）

ない ない

従来型 15
あった 0 -

なかった 15 14

端末型 13
あった 1 0

なかった 12 12

ない ある

従来型 2
あった 0 -

なかった 2 2

端末型 9
あった 1 1

なかった 8 7

ある ない

従来型 5
あった 1 1

なかった 4 3

端末型 8
あった 0 -

なかった 8 8

ある ある

従来型 11
あった 4 1

なかった 7 7

端末型 3
あった 2 1

なかった 1 2

活動後に抵
抗感が解消さ
れた生徒が多

くいる

先生の教え方
の上手さ、ツー
ルの効果的活
用、協働学習
などが要因か

端末を使っ
たクラスだけ
がうまくいっ
たわけでは
ない



質問紙調査①× 質問紙調査②-1（プレ） × 質問紙調査②-2（ポスト）

書くこと
全般への
抵抗感

今回の
活動前の
抵抗感

クラス 人数

今回の
活動後の

振り返りでの
抵抗感

人数

ワークシート
or Jamboard等

によって、よく書け
たと思う（人数）

ない ない

従来型 15
あった 0 -

なかった 15 14

端末型 13
あった 1 0

なかった 12 12

ない ある

従来型 2
あった 0 -

なかった 2 2

端末型 9
あった 1 1

なかった 8 7

ある ない

従来型 5
あった 1 1

なかった 4 3

端末型 8
あった 0 -

なかった 8 8

ある ある

従来型 11
あった 4 1

なかった 7 7

端末型 3
あった 2 1

なかった 1 2

全般的に書くことに抵抗感がある
生徒が、ワークシートやJamboard
などのツールを利用して、「よく書
けた」という体験をすれば、全般
的な抵抗感は下がっていくか？
（今後の継続研究で検証）



Qは英語だけ

ど、日本語で
のメモ。

限られたス
ペースなの
で沢山は書
けない

日本語だから
たくさん書ける

ワークシー
トだと英語
で書く

学習プロセスや教師の関わり方など



「対話的な学び」
①（日本語で）協力して活動に取り組む

②英語それ自体でのやり取り
どっち？？



広がったアイデアを整理
（先生の整理のモデル）



英語で書くための支援を
先生が与えている



端末型クラス
（Jamboard・ドキュメント使用）

従来型クラス
（紙のワークシート使用）

ツールの
特徴や印
象

◼ プロセスの可視化・共有がしやすい
（単語・フレーズレベルでしか言語化
できないアイデアも載せやすい）

◼ 色の影響もあり、視覚的に華やかな印
象

◼ しっかり英文を書くフォー
マルな学習を行う

◼ 手書きなので、生徒の人柄
が見える気がする…（手書
きも捨て難い・・・）

使用言語
とアウト
プット傾
向

◼ （事前の指示がなかったため）自然に
日本語での共有になったため、多くの
アイデアが出た結果、それを整理する
ための教師のサポートが必要になった

◼ シートでは、活動の指示や
質問などが英語で書かれて
いるため、生徒も自然に英
語で書いていた

協働学習
の進め方

◼ 授業外も含めて、常に共有が可能で、
共有作業と個人作業が同時進行する

◼ 生徒間でカジュアルな意見交換がしや
すい（SNSの影響か）

◼ 共有は授業内で教師が指定
するタイミングで行う

◼ シートを交換し合って、個
別作業でコメントを書く

必要なス
キル

◼ 多様な作業を一度に行うスキル（＝
multi-modal）

◼ 1つの作業を集中して行う
スキル（＝single-modal）

指導や教
師コント
ロール

◼ 学習状況に関する多様な情報をいつで
も閲覧可能（オンライン指導）

◼ 机間指導と画面指導のバランスが必要
（教室にいるのに画面指導だけだと罪
悪感がある…）

◼ 机間指導には限界があるた
め、提出後に個別に確認
（オフライン指導）

◼ 教室内での全体指導と机間
指導のバランスが必要


